
6年生のいない朝

４月３０日（月）・５月１日（火）と、６年生が修学旅行に出

かけている間、秋竹小は、５年生の子どもたちがリーダーとなっ

て活動しました。６年生のいない朝の一コマを紹介します。

校門に立って、子どもたちとあいさつをしているときのこと。

通学班の先頭に立って歩いている５年生が、後ろを振り返り振り

返りしています。見ると、すぐ後ろには一年生の姿が。きっと、

一年生の様子を確認しながら、歩く早さに気をつけていたのでし

ょう。また、別の班は、先頭の５年生が、道の真ん中まではみ出

している子に、（右へ寄りなさいというように）手で注意してい

ます。列はすぐに整えられ、右端を１列で歩いてきます。

６年生がいない間、通学班のみんなを安全に学校まで連れてく

るのは、５年生の大切な役割ということを、ちゃんと理解しているのです。さすがさすがさすがさすが、、、、秋竹秋竹秋竹秋竹のののの５５５５年生年生年生年生！！！！！！！！

余談ですが、１日（火）の
朝放課、運動場には子どもの
姿がほとんどなく、何となく
学校全体が静まり返っている
ようでした。また、通学班も
本当にこじんまりとしていま
した。
６年生がいないというだけ

で、こんなに淋しく感じてし
まうのですね。

雨の日に

ある雨の日の下校。この日は、１・３年

下校で、３年生が班長となって、１年生

を連れて帰ります。班長を先頭に、きち

んと１列になって、歩いていきます。見

守り隊の方がその横を歩きながら、「この

班は、いつもきちんとしているからね。」

とおっしゃってくださいました。頑張っ

ている秋竹っ子がここにもいました。
雨の日の休み時間、５年生の子どもたちが、

北館へいって、一年生の子どもたちを遊んで

あげているそうです。特に学級で話し合った

わけではなく、自主的に行っているようです。

実にほほえましい限りです。
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